
平成 25 年 10 月５日
第 46 号

　
農
業
委
員
会
だ
よ
り
の
発
刊
に

寄
せ
て
、
一
言
ご
あ
い
さ
つ
を
申

し
あ
げ
ま
す
。

　
日
ご
ろ
、
農
業
委
員
会
に
対
し

ま
し
て
、
ご
理
解･

ご
協
力
を
頂

き
、
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
農
業
を
取
り
巻
く
情
勢

は
、
価
格
の
低
迷
、
担
い
手
不
足

や
農
業
者
の
高
齢
化
、
遊
休
荒
廃

農
地
の
増
加
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
（
環
太
平

洋
戦
略
的
経
済
連
携
協
定
）
問
題

な
ど
、
大
変
厳
し
い
も
の
が
あ
り

ま
す
。特
に
、昨
年
末
か
ら
始
ま
っ

た
円
安
に
よ
る
燃
料
や
資
材
価
格

の
高
騰
に
よ
る
生
産
コ
ス
ト
の
上

昇
に
よ
り
、
施
設
栽
培
を
中
心
と

す
る
本
市
農
業
に
と
り
ま
し
て
は
、

極
め
て
深
刻
な
事
態
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。

　
ま
た
、
国
で
は
自
公
連
立
政
権

が
誕
生
し
、
日
本
農
業
の
再
生
に

向
け
攻
め
の
農
業
を
展
開
す
る
と

し
、
農
業
の
多
面
的
機
能
を
評
価

し
た「
日
本
型
直
接
支
払
い
」「
経

営
所
得
安
定
制
度
」「
平
成
の
農
地

改
革
」な
ど
新
た
な
施
策
検
討
が

行
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
中
で
、

遊
休
荒
廃
農
地
の
解
消
や
担
い
手

農
家
へ
の
農
地
の
集
積
、
集
約
の

た
め（
仮
称
）農
地
中
間
管
理
機
構

を
都
道
府
県
に
設
置
し
、
所
有
者

か
ら
農
地
を
借
受
け
て
、
機
構
が

基
盤
整
備
な
ど
を
行
っ
た
上
で
、

担
い
手
へ
ま
と
ま
っ
た
形
で
貸
付

け
る
方
向
で
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
中
で
、
農
業
委
員

会
で
は
、
農
地
法
に
関
す
る
許
認

可
、
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
や
遊
休
荒

廃
農
地
対
策
、
国
県
市
等
へ
農
業

施
策
、
予
算
化
等
の
意
見･

要
望

等
、農
業
者
の
相
談
窓
口
と
し
て
、

意
見
集
約
や
橋
渡
し
な
ど
を
行
っ

て
お
り
ま
す
。

　
本
年
度
は
、
農
地
利
用
状
況
や

荒
廃
農
地
の
発
生
解
消
調
査
、
ト

ウ
モ
ロ
コ
シ･

菊
芋
の
試
験
栽
培
、

広
域
的
な
研
修
会
、
農
林
水
産
大

臣
や
国
会
議
員
等
へ
の
直
接
要
望

な
ど
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
し
た
。

　
今
後
も
、農
業
者
の
代
表
と
し

て
、か
け
が
え
の
な
い
農
地
を
守

り
、担
い
手
確
保
に
努
め
、力
強
い

農
業
農
村
を
作
る
た
め
、農
村
が

抱
え
る
課
題
解
決
に
向
け
た
「
架

け
橋
」
と
し
て
、ま
た
、地
域
の
世

話
役
と
し
て
積
極
的
に
活
動
し
、

本
市
農
業
の
発
展
の
た
め
努
め
て

参
り
ま
す
の
で
、引
き
続
き
皆
様

方
の
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
あ

げ
、ご
あ
い
さ
つ
と
致
し
ま
す
。

農
業
委
員
会
の
活
動
に
つ
い
て

会
長　

髙 

橋 

幸 

造　
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農
業
は
、
食
糧
供
給
の
ほ
か
、

農
地
、
水
、
自
然
環
境
の
保
全
と

い
っ
た
大
切
な
役
割
を
担
っ
て
い

ま
す
。

　
現
状
で
は
、就
農
者
の
高
齢
化
、

担
い
手
不
足
に
よ
る
耕
作
放
棄
地

が
年
々
増
加
す
る
中
、
農
業
委
員

会
と
し
て
も
よ
り
よ
い
方
向
に
進

む
よ
う
研
究
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
と
思
い
ま
す
。

　
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
が
、
よ
り
充

実
し
た
も
の
と
な
る
よ
う
、
農
業

委
員
補
助
員
を
設
置
す
る
た
め
、

本
年
度
か
ら
予
算
付
け
さ
れ
ま
し

た
。
耕
作
放
棄
地
の
解
消
へ
の
一

助
と
な
る
よ
う
期
待
す
る
と
こ
ろ

で
す
。

　
我
々
農
業
委
員
は
、
地
域
農
業

を
支
え
る
新
規
就
農
者
の
育
成
発

展
の
た
め
、
国
の
政
策
支
援
を
活

用
し
て
、
農
業
の
活
性
化
を
図
ら

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

農
地
部
会
の
活
動

農
地
部
会
長　

池
田　

好
明　

　
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
は
、
自
由
と

民
主
主
義
の
国
だ
と
い
う
。
私
も

そ
う
思
う
。
し
か
し
、
本
当
は
大

企
業
と
人
口
の
１
％
位
の
大
金
持

ち
の
た
め
の
、
自
由
と
民
主
主
義

な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
Ｔ
Ｐ
Ｐ
（
環
太
平
洋
戦
略
的
経

済
連
携
協
定
）
と
い
う
大
津
波
が

日
本
に
迫
っ
て
い
る
今
、
自
由
と

民
主
主
義
と
い
う
の
は
大
企
業
の

も
の
で
は
な
く
、
汗
水
た
ら
し
て

働
く
人
た
ち
の
も
の
で
な
く
て
は

な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

　
今
年
度
の
農
政
部
会
事
業
計
画

は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

①
農
政
懇
談
会
の
開
催
お
よ
び
各

種
懇
談
会
へ
の
参
加

②
認
定
農
業
者
の
普
及
推
進

③
農
業
者
年
金
へ
の
加
入
推
進

④
全
国
農
業
新
聞
の
購
読
普
及

⑤
市
内
、
近
隣
市
町
村
の
研
修
視

察
⑥
そ
の
他
必
要
な
活
動

　
今
後
も
、
皆
様
の
ご
支
援
ご
協

力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま

す
。

農
政
部
会
長　

北
村　

忠
彦　

農
政
部
会
の
活
動

　
今
年
度
の
農
地
部
会
事
業
計
画

は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

①
農
地
法
遵
守
の
指
導

②
無
断
転
用
の
防
止
活
動

③
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
実
施

④
無
断
転
用
農
地
と
遊
休
荒
廃
農

地
の
解
消
指
導
に
従
わ
な
い
所

有
者
に
対
し
て
の
指
導

⑤
耕
作
放
棄
地
を
な
く
す
た
め
の

行
政
と
の
連
携
会
議

⑥
そ
の
他
必
要
な
活
動

　
関
係
各
位
の
御
協
力
を
御
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　
振
興
部
会
と
し
て
す
で
に
一
年

が
経
過
い
た
し
ま
し
た
。こ
の
間
、

昨
年
よ
り
策
定
さ
れ
た
「
人･

農

地
プ
ラ
ン
」、
あ
る
い
は
市
独
自

支
援
事
業
に
よ
り
、
数
十
名
の
新

規
就
農
者
が
誕
生
し
、
今
後
の
本

市
農
業
の
一
翼
を
担
う
こ
と
に
喜

び
と
熱
い
声
援
を
送
ら
せ
て
頂
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
安
倍
政
権
が
農
業
政
策

と
し
て
打
ち
出
す
（
仮
称
）
農
地

中
間
管
理
機
構
が
、
農
地
集
積
と

遊
休
荒
廃
地
の
復
元･

活
用
に
十

分
な
力
を
発
揮
さ
れ
る
こ
と
を
期

待
し
て
お
り
ま
す
。

　
私
た
ち
振
興
部
会
と
し
て
は
、

昨
年
よ
り
検
討
し
て
い
た
荒
廃
地

の
活
用
に
つ
い
て
、
部
会
員
全
員

が
一
歩
踏
み
出
し
、
実
践
す
る
年

に
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。

①
農
業･

農
村
の
振
興
活
動

　
中
野
市
青
年
就
農
給
付
金（
経

営
開
始
型
）、
市
新
規
就
農
者

支
援
事
業
の
協
議
会
へ
の
参
画

②
遊
休
荒
廃
地
の
活
用
対
策

　
長
年
荒
廃
地
対
策
と
し
て
取
り

組
ん
で
い
る
菊
芋
栽
培
と
、
そ

れ
以
外
で
簡
単
な
単
年
度
収
入

品
目
と
し
て
、
新
た
に
ト
ウ
モ

ロ
コ
シ
の
契
約
栽
培
に
取
り
組

み
ま
し
た
。

③
利
用
権
設
定
の
推
進

④
担
い
手
農
家
へ
の
農
地
集
積
推

進
⑤
市
内
、
近
隣
市
町
村
の
研
修
視

察
⑥
そ
の
他
必
要
な
活
動

　
今
後
も
、
皆
様
の
ご
支
援
ご
協

力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま

す
。

振
興
部
会
長　

中
村　

秀
人　

振
興
部
会
の
取
り
組
み

▲トウモロコシの間引きの様子
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中
野
市
農
業
委
員
研
修
視
察
が

８
月
２１
日
、
２２
日
の
２
日
間
に
わ

た
っ
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
国
会
議

事
堂
（
衆
議
院
）
視
察
、
外
務
大

臣
政
務
官
を
訪
問
、
農
林
水
産
大

臣
と
の
面
談
、
長
野
県
選
出
国
会

議
員
と
の
懇
談
会
な
ど
、
内
容
の

濃
い
研
修
視
察
と
な
り
ま
し
た
。

　
最
初
の
国
会
議
事
堂
視
察
は
、

篠
原
孝
衆
議
院
議
員
に
案
内
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
本
会
議
場
、

予
算
委
員
会
室
等
を
見
て
周
り
、

国
民
主
権
を
銘
記
し
た
ひ
と
時
で

し
た
。

　
次
に
、
外
務
大
臣
政
務
官
の
若

林
健
太
参
議
院
議
員
に
お
会
い

し
、
仕
事
の
内
容
、
概
略
を
説
明

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
更
に
、
林
芳
正
農
林
水
産
大
臣

と
は
３０
分
間
の
面
談
と
な
り
ま
し

た
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
、（
仮
称
）農
地

中
間
管
理
機
構
な
ど
、
旬
の
事
柄

を
お
話
し
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
夜
の
懇
談
会
は
、
若
林
健
太
外

務
大
臣
政
務
官
と
篠
原
孝
衆
議
院

議
員
を
お
迎
え
し
て
の
懇
談
会
と

な
り
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、

･
長
野
県
農
業
（
北
信
地
域
）、

中
山
間
地
農
業
を
産
業
と
し
て

成
立
す
る
よ
う
に
し
た
い
。

･

長
野
県
人
は
平
均
寿
命
が
日
本

一
。
男
性
は
８０
・
８８
歳
、
女
性

は
８７
・
１８
歳
。
死
ぬ
ま
で
働
き
、

「
ぴ
ん
ぴ
ん
こ
ろ
り
」
が
望
み
。

･

担
い
手
対
策
、
多
面
的
機
能
の

維
持
等
の
政
策
は
政
権
交
代
で

く
る
く
る
変
わ
る
の
は
よ
く
な

い
。

･

農
薬
の
飛
散
、
残
留
な
ど
に
よ

り
発
達
障
害
も
疑
わ
れ
る
。

･

鳥
獣
対
策
、
地
域
ブ
ラ
ン
ド
力

ア
ッ
プ
、
農
業
委
員
会
の
認
識

を
改
め
る
必
要
が
あ
る
な
ど
、

幅
広
く
意
見
の
交
換
が
な
さ
れ

ま
し
た
。

　
農
業
の
発
展
に
は
農
政
の
力
が

必
要
で
す
。
政
治
を
監
視
す
る
こ

と
も
必
要
で
す
。
や
る
気
の
あ
る

人
が
、
農
業
に
参
入
で
き
る
よ
う

に
す
る
こ
と
は
も
っ
と
必
要
で
あ

る
と
強
く
感
じ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
今
回
の
農
業
委
員
研
修
視
察
ス

キ
ー
ム
は
、「
国
会
議
員
と
の
農

政
懇
談
会
」
を
テ
ー
マ
に
、
２
日

間
の
日
程
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
初
日
は
、
国
会
議
事
堂
、
外
務

大
臣
政
務
官
室
、
農
林
水
産
大
臣

室
の
研
修
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

　
篠
原
孝
衆
議
院
議
員
の
案
内
に

よ
り
、
国
会
議
事
堂
衆
議
院
内
、

予
算
委
員
会
室
、
議
院
運
営
委
員

会
室
、
衆
議
院
議
場
な
ど
の
見
学

と
説
明
を
い
た
だ
き
、
臨
場
感
を

強
く
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　
議
事
堂
建
設
は
、
大
正
９
年
か

ら
昭
和
１１
年
の
完
成
ま
で
、
延
べ

１７
年
の
歳
月
が
費
や
さ
れ
た
と
の

こ
と
。中
央
塔
真
下
中
央
広
間
は
、

４
階
吹
抜
け
に
な
っ
て
お
り
、
床

か
ら
天
井
ま
で
３３
㍍
も
あ
り
、
そ

の
存
在
感
に
は
、
圧
倒
さ
れ
る
も

の
が
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
廊
下
に
敷
き
詰
め
ら
れ

た
「
赤
い
絨
毯
」
は
、
延
べ
４
㌔

に
も
及
ぶ
と
の
こ
と
。ち
な
み
に
、

１
㍍
４
万
円
と
か
。

　
引
き
続
き
、
外
務
大
臣
政
務
官

町
田　

利
勝

農
業
委
員
研
修
視
察
に
出
席
し
て

中
島　

源

農
業
委
員
研
修
視
察
に
出
席
し
て

３７ ２０１３．１０農業委員会だより

▲国会議員との懇談会

▲国会議事堂での研修視察

室
に
お
い
て
、
若
林
健
太
参
議
院

議
員
か
ら
、
政
務
官
と
し
て
の
執

務
内
容
に
つ
い
て
の
説
明
を
受
け

ま
し
た
。

　
農
林
水
産
省
で
は
、
林
芳
正
農

林
水
産
大
臣
と
の
懇
談
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
大
臣
か
ら
は
、
国
内

産
木
材
の
利
活
用
に
つ
い
て
の
政

策
説
明
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
、
主
に
国
家
主

権
を
損
な
う
恐
れ
の
あ
る
「
Ｉ
Ｓ

Ｄ
」
条
項
に
つ
い
て
の
是
非
な
ど

の
討
論
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　
夜
に
は
、
上
野
池
之
端
「
鷗
外

荘
」
に
お
い
て
、
篠
原
・
若
林
両

国
会
議
員
と
の
農
政
懇
談
会
を
行

い
ま
し
た
。
事
前
に
質
疑
な
ど
に

つ
い
て
、
提
起
し
て
あ
り
ま
し
た

の
で
、
両
議
員
と
も
資
料
を
用
意

さ
れ
、
内
容
の
濃
い
も
の
と
な
り

ま
し
た
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ
、
人･

農
地
プ

ラ
ン
な
ど
、
両
議
院
に
は
日
本
農

業
に
対
す
る
認
識
の
差
異
は
な

く
、
超
党
派
的
問
題
と
し
て
、
把

握
す
べ
き
で
あ
る
と
認
識
す
る
に

至
り
ま
し
た
。

　
２
日
目
の
視
察
に
つ
い
て
も
、

岩
崎
邸
庭
園
、
東
京
ス
カ
イ
ツ

リ
ー
、
築
地
場
外
市
場
な
ど
バ
ラ

エ
テ
ィ
ー
に
富
ん
だ
も
の
で
し

た
。

　
改
め
て
今
回
の
視
察
は
、
江
戸

･

明
治･

大
正･

昭
和･

平
成
と

各
時
代
を
感
じ
さ
せ
て
く
れ
た
日

本
再
発
見
の
内
容
で
あ
っ
た
と
思

い
ま
す
。



農業委員会だより

　
編
集
委
員
長
　
小
林
　
成
雄

　
農
業
委
員
会
で
は
、
農
地

パ
ト
ロ
ー
ル
を
８
月
、
９
月

と
２
カ
月
に
わ
た
り
行
い
ま

し
た
。
ま
た
、
今
年
度
か
ら

農
業
委
員
補
助
員
を
設
け
て
、

農
業
委
員
と
と
も
に
農
地
パ

ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
ま
し
た
。

こ
の
調
査
の
目
的
は
、
地
域

の
農
地
利
用
の
点
検
、
遊
休

農
地
の
発
生
防
止
や
解
消
指

導
お
よ
び
違
反
転
用
防
止
対

策
な
ど
で
す
。

　
遊
休
荒
廃
農
地
が
年
々
増

え
続
け
る
要
因
と
し
て
様
々

な
こ
と
が
い
え
る
と
思
い
ま

す
。
担
い
手
の
不
足
、
農
業

従
事
者
の
高
齢
化
、
な
か
で

も
十
数
年
に
わ
た
る
農
産
物

の
価
格
低
迷
が
大
き
な
要
因

で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

こ
れ
ら
の
問
題
解
決
に
は
、

一
概
に
と
は
い
き
ま
せ
ん
が
、

少
し
ず
つ
地
域
農
家
の
方
々

や
関
係
機
関
、
団
体
等
の
連

絡
を
密
に
し
解
消
に
務
め
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
、
農
業
委
員
会
の

職
務
や
遊
休
農
地
解
消
の
た

め
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

編
集
後
記

　
去
る
８
月
２９
日
に
、
北
信
五
市

の
農
業
諸
課
題
に
対
す
る
情
報
交

換
と
交
流
を
目
的
と
し
て
、
農
業

委
員
約
１
５
０
名
の
出
席
の
も
と

北
信
五
市
農
業
委
員
研
修
会
が
、

ア
ッ
プ
ル
シ
テ
ィ
ー
な
か
の
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
研
修
会
で
は
、
長
野
県
農
業
会

議
よ
り
「
参
議
院
選
挙
後
の
安
倍

政
権
農
政
の
展
開
方
向
」
に
つ
い

て
話
が
あ
り
ま
し
た
。

町
田　

茂

北
信
五
市
農
業
委
員
研
修
会
に
出
席
し
て

３８２０１３．１０ 農業委員会だより

▲太田奈穂氏による事例発表

　
ま
た
、長
野
県
農
政
部
か
ら
は
、

「
長
野
県
農
業
の
現
状
と
課
題･

県
農
政
の
展
開
方
向
」と
題
し
て
、

今
年
度
か
ら
始
ま
る
「
第
２
期
長

野
県
食
と
農
業
農
村
振
興
計
画
の

概
要
」
と
「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
状
況
と
県

内
の
影
響
額
の
試
算
」
に
つ
い
て

講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

　
事
例
発
表
で
は
、
須
坂
市
の
農

業
委
員
で
、
シ
ニ
ア
野
菜
ソ
ム
リ

エ
で
も
あ
り
、
テ
レ
ビ･

ラ
ジ
オ

な
ど
で
幅
広
く
活
動
さ
れ
て
い
る

太
田
奈
穂
氏
よ
り
、「
野
菜
ソ
ム

リ
エ
に
な
っ
て
～
生
産
者
と
生
活

者
の
架
け
橋
～
」
と
題
し
て
発
表

が
あ
り
ま
し
た
。

　
太
田
氏
が
、
非
農
家
か
ら
果
樹

農
家
に
嫁
い
で
か
ら
今
ま
で
の
活

動
状
況
な
ど
に
つ
い
て
、
体
験
に

基
づ
い
た
事
例
発
表
が
あ
り
、
大

変
興
味
深
く
聞
か
せ
て
頂
き
ま
し

た
。

　
研
修
会
に
出
席
し
て
、
今
後
、

農
業
を
取
り
巻
く
状
況
や
農
業
政

策
な
ど
が
大
き
く
変
わ
る
と
思
わ

れ
ま
す
が
、
こ
れ
ら
の
変
化
に
対

応
で
き
る
足
腰
の
し
っ
か
り
し
た

地
域
農
業
を
作
り
あ
げ
る
た
め
、

地
域
の
皆
で
考
え
、
出
来
る
こ
と

か
ら
実
行
し
て
行
く
必
要
が
あ
る

と
考
え
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
の
研
修
会
に
お
い
て

北
信
五
市
の
農
業
委
員
が
一
堂
に

会
し
、
情
報
交
換
出
来
た
こ
と
は

大
変
有
意
義
で
あ
り
、
今
後
の
活

動
に
生
か
し
て
参
り
た
い
と
思
い

ま
す
。

鈴
木　

俊
彦

北
信
五
市
農
業
委
員
研
修
会
に
出
席
し
て

　
去
る
８
月
２９
日
に
、「
ア
ッ
プ

ル
シ
テ
ィ
ー
な
か
の
」
に
お
い

て
、
北
信
五
市
の
農
業
委
員
、
約

１
５
０
名
を
迎
え
、
さ
ら
に
来
賓

に
池
田
中
野
市
長
、
長
野
県
農
業

会
議
の
飯
島
部
長
、
市
経
済
部
の

小
林
部
長
を
迎
え
て
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
池
田
市
長
が
公
務
の
た
め
、
横

田
副
市
長
に
よ
る
歓
迎
の
挨
拶
の

後
、
長
野
県
農
業
会
議
の
農
政
・

農
地
部
長
　

飯
島
和
久
氏
の
御
祝

の
挨
拶
で
は
、
政
策
の
キ
ー
ワ
ー

ド
、
政
策
の
目
標
、
政
策
の
推
進

体
制
、
農
業
委
員
会
に
求
め
ら
れ

て
い
る
こ
と
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
を
め
ぐ
る

情
勢
等
の
お
話
し
が
あ
り
ま
し
た
。

　
講
演
は
、
長
野
県
農
政
部
農
業

政
策
課
企
画
幹
兼
企
画
係
長
の
伊

藤
洋
人
氏
に
よ
る
「
長
野
県
農
業

の
現
状
と
課
題･

県
農
政
の
展
開

方
向
」、
第
二
期
長
野
県
食
と
農

業
農
村
振
興
計
画
の
概
要
に
つ
い

て
で
あ
り
、
持
続
的
な
農
業･

農

村
構
造
へ
の
転
換
を
強
く
意
識
す

る
こ
と
、
農
業
農
村
の
持
つ
産
業

と
し
て
の
役
割
り
、
皆
が
暮
ら
し

た
い
農
村
な
ど
の
講
話
が
あ
り
ま

し
た
。

　
ま
た
事
例
発
表
は
、
須
坂
市
農

業
委
員
の
太
田
奈
穂
氏
に
よ
る

「
野
菜
ソ
ム
リ
エ
に
な
っ
て
～
生

産
者
と
生
活
者
の
架
け
橋
～
」
で

あ
り
ま
し
た
。

　
太
田
氏
の
略
歴
や
野
菜
ソ
ム
リ

エ
、
き
の
こ
マ
イ
ス
タ
ー
の
資
格

な
ど
の
説
明
、
こ
れ
か
ら
の
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
は
品
質
、
値
段
、
付

加
価
値
が
大
切
で
あ
る
こ
と
、
基

本
味
の
説
明
、
材
料
の
説
明
な
ど

が
あ
り
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
次
期
開
催
市
の
飯
山

市
会
長
さ
ん
の
あ
い
さ
つ
が
あ
り

ま
し
た
。大
変
お
疲
れ
様
で
し
た
。


